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＜永源寺図書館＞ 

15 日（土）14:00～16:10 

「誰がために鐘は鳴る」（洋画・字幕） 

＜湖東図書館＞ 

8 日（土）14:00～16:25 

「生きる」（邦画） 

 

** １０月の映画会 ** 

永源寺図書館 開館：10 時～18 時 

tel:0748-27-8050 IP:050-5801-8050 

fax:0748-27-8090 

愛東図書館 開館： 9 時～17 時 

tel:0749-46-2266 IP:050-5801-2266 

湖東図書館 開館：10 時～18 時 

（木曜日のみ 20 時まで） 

tel:0749-45-2300 IP:050-5801-2300 

fax:0749-45-3343 

 

図書館ホームページ→ 

各館の開館時間・連絡先 

永源寺・愛東 

インターネットで、図書館の資料を検索したり 

本や雑誌のバックナンバーを予約することができます。 

右の QR コードから、図書館ホームページにアクセス

してみてください。 

※予約には図書館で発行するパスワードが必要です 

** ごぞんじですか ** 

湖東 

  はお休み 

（第４金曜日は原則整理休館日） 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30

30 31
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スポーツ選手にとって体を作る「食事」はも大切です。本栄養士の著者が、知っておきたい

栄養素、バランスの良い食事とは？などについて、ポイントを押さえてわかりや解説。集中力

アップ、疲労回復などテーマ別のバランス◎な定食レシピ 25種類に加えて、試合前の勝負め

し、お弁当作りのコツ、おすすめの手作りデザート＆ドリンクも紹介されています。頑張る子

どもたちを応援するお助け本です。 

 

あたらしくはいった本（永源寺・湖東・愛東図書館に入った主なものを紹介します）

くらし・健康 

関西発日帰り海をながめる山歩き●絶景を楽しむ 草川 啓三／著 ナカニシヤ出版 

京都花の寺社巡礼図鑑 蔭山 敬吾／文 Ｇ．Ｂ． 

マイホームを買いたい！ 倉田 けい／マンガ 朝日新聞出版 

血糖値について気になることを言われた人や 

その家族に落ち着いて読んでほしい本 

糖尿病ケアプラス編集

委員会／編 
メディカ出版 

４０代からシニアまで睡眠の悩み 三島 和夫／監修 ＮＨＫ出版 

ピアノｄｅ脳トレ 村山 直美／著 つた書房 

食べるお茶のススメ 梁川 正／編著 クリエイツかもがわ 

『エコな毎日 暮らしの図鑑』 中嶋亮太＆古賀陽子/著 翔泳社 

本当にいいものをとり入れ、自分らしい暮らしを送りたい人に向けた「暮らしの図鑑」シリーズ。

本書のテーマは「プラスチックを減らすこと」です。家の中でできる工夫の一つに、生ごみ入れに

ポリ袋を使うのではなく、新聞紙で折る２種類のサイズのごみ袋を提案。生ごみの水分を吸い取

るだけなく、時間が経てば乾くので虫の発生も少なくなります。他にもごみの出ない化粧品の容

器や紙製の下敷きなど珍しいグッズも紹介しています。一人ひとりが使い捨てプラごみの排出を 

３分の１ずつ減らすことができれば、日本のごみ問題の解決につながります。エコな暮らしを楽しみながら始めませんか？ 

日本ご当地アイス大全 アイスマン福留／著 辰巳出版 

１３歳からの家事のきほん４６ アントラム栢木利美／著 赤ちゃんとママ社 

ぽんこさんの暮らしのはてな？ ウルバノヴィチ香苗／著 ミシマ社 

４サイズ展開でメンズ服も作れるゆったりおしゃれな大人服  ブティック社 

棒針で編むおしゃれな普段着ベスト  アップルミンツ 

古着で作るぬいぐるみ 金森 美也子／著 産業編集センター 

８０歳のスパイス屋さんが伝えたい人生で大切なこと 吉山 武子／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

京都のおばあちゃんたちに聞いた１００年後にも残したいふるさとレシピ１００ 大和書房編集部／編 大和書房 

７０代で死ぬ人、８０代でも元気な人 和田 秀樹／著 マガジンハウス 

 

社会・教育・福祉 

躍動する女神たち 沖田 瑞穂／著 岩波書店 

歴史の本棚 加藤 陽子／著 毎日新聞出版 

もういちど読みとおす山川新日本史 上・下 大津 透／著 山川出版社 

人生はそれでも続く 読売新聞社会部「あれから」取材班／著 新潮社 

ウクライナ現代史 アレクサンドラ・グージョン／著 河出書房新社 

縮小ニッポンの再興戦略 加谷 珪一／著 マガジンハウス 

人権に関する県民意識調査報告書 令和３年度 滋賀県総合企画部／編 滋賀県総合企画部 

老いの玉手箱 樋口 恵子／著 中央公論新社 

おっさん社会が生きづらい 小島 慶子／著 ＰＨＰ研究所 

『感覚過敏の僕が感じる世界』 加藤路瑛/著 日本実業出版社 

「靴下を履くと、まるで尖った石を踏んでいるように痛い」。感覚過敏の加藤さんにとって、身に

つけられる衣服を探すのは至難の業。学校では、食べ物の匂いが原因でお昼休みに教室にい

ることが辛かったり、生徒たちの甲高い声のせいで頭痛がしたりしたそうです。視覚・聴覚・臭覚・

触覚など様々な感覚が鋭すぎるため、日常生活を送ることが困難な感覚過敏。外見からその

困難さがわかりにくいため、周囲の理解を得にくい一面があります。この本では当事者の立場か

ら、感覚過敏の人が知っておきたいこと、周りの人間ができることなどについてまとめています。 



大萩茗荷村３０周年を迎えて 大萩茗荷村／編 大萩茗荷村 

「認知症の人」への接し方のきほん 矢吹 知之／著 翔泳社 

機能向上につながる！高齢者とつくる季節の制作 秋・冬編  世界文化ライフケア 

今日から始める本気の食料備蓄 髙荷 智也／著 徳間書店 

絵本で広がる小学校の授業づくり 齊藤 和貴／著 小学館 

教室で使えるカクトレ 低学年/中学年/高学年 曽根 朋之／監修 東洋館出版社 

近江の土葬・野辺送り 高橋 繁行／著 サンライズ出版 

 

自然・ビジネス・産業 

はじめてのびわこの魚 黒川 琉伊／絵・文 能美舎 

化学者になるための本 齋藤 勝裕／著 シーアンドアール研究所 

神秘的で美しい石図鑑 須田 布由香／著 ナツメ社 

街なか葉めくり虫さんぽ とよさき かんじ／著 ベレ出版 

『地球を掘りすすむと何があるか』 廣瀬敬/著 河出書房新社 

地球の表面は、深さ約３０㎞の“地殻”で覆われていますが、その下にある“マントル”は

どのようなものか知っていますか？ 溶岩のようなものをイメージしてしまいますが、本当

は赤くもなければ、ドロドロでもないことがわかっています。しかし、人類がこれまでに到達し

た地下の最深地点は１２㎞。“マントル”にはまったく届いていません。では、地球の奥深く

のことがどうしてわかるのでしょうか。そのヒントは地震にありました。私たちの足元のずっと

下を知ることは、生命誕生の秘密や宇宙の仕組みを知ることにつながっています。 

日経業界地図 ２０２３年版 日本経済新聞社／編 日経ＢＰ日本経済新聞出版 

イラストとマンガで楽しくわかる！はじめての経理のおしごと 下釜 綾子／著 ソーテック社 

世界一やさしい暗号資産の教科書 ＣＯＩＮＣＡＴＳ／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

図解生産管理のすべてがわかる本 石川 和幸／著 日本実業出版社 

ドローンのつくり方・飛ばし方 野波 健蔵／共著 オーム社 

８３歳、脱サラ農家の終農術 杉山 経昌／著 築地書館 

タガヤセ！日本 白石 優生／著 河出書房新社 

農家が教えるうまい米に仕上げる乾燥・モミすり・精米のコツ 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 

 

芸術・趣味 

『かこさとし 科学絵本の世界』 藤嶋昭/著 学研プラス 

日本を代表する絵本作家であり、工学博士でもあった、かこさとしさん。『からすのパンやさ

ん』『だるまちゃんとてんぐちゃん』など物語絵本の他、子どもたちに“科学を知り、楽しんでほ

しい”という思いから、約３００冊の科学絵本を描かれました。本書は、かこさんの科学絵本を、

世界で初めて光触媒を発見した科学者・藤嶋昭さんが紹介したものです。身近な生活の場

面から話を始める、目に見えなくて想像しづらいものは、オリジナルの図解を描く等、かこさん

の伝えるための工夫を、実際の絵本の場面を用いて詳しく解説。どのページからも、「子ども

たちに科学を知り、好きになってほしい」という二人の研究者の想いがたっぷり感じられます。 

ドライフラワーデザイン図鑑２００ フローリスト編集部／編 誠文堂新光社 

教養が身につく！日本の鉄道１５０年史 辻 良樹／著 徳間書店 

いぬ ショーン・タン／著 河出書房新社 

素敵な空が見えるよ、明日もきっと リト＠葉っぱ切り絵／著 講談社 

創作折り紙発想と技法 川畑 文昭／著 誠文堂新光社 

Ｍｒ．マリックのかんたん超カードマジック Ｍｒ．マリック／著 学研プラス 

埋木舎で培われた井伊直弼の茶の湯 大久保 治男／著 サンライズ出版 



ことば・文学・小説 

難しい本を読むためには 山口 尚／著 筑摩書房 

あなたのなつかしい一冊 池澤 夏樹／編 毎日新聞出版 

鶴見俊輔、詩を語る 鶴見 俊輔／著 作品社 

江戸漢詩の情景 揖斐 高／著 岩波書店 

『文にあたる』 牟田都子/著 亜紀書房 

牟田さんの仕事は、本を読むこと。とは言っても書評家ではなく、編集でもなく、「校正者」です。

だれかの書いた原稿が１冊の本になるまでの間にはたくさんの人が関わりますが、印刷する前の

状態の校正刷りを読み、誤字や脱字を指摘したり、時には内容の誤りを指摘したりもして、よりよい

文章になるよう貢献するのが校正者。そのために一字一字をたんねんにチェックし、辞書を引き、

図書館やインターネットで調べ、必要であれば文中の現地で確認をすることもあるそうです。校正

にまつわる古今東西の文筆家による文章や、牟田さんの経験から紡がれることばが、本を生み出

す世界のおもしろさを語ります。 

『乱
らん

鴉
あ

の空』 ニヒルな同心・木暮と元刺客の商人・清之介。因縁の二人が行き着く先は あさの あつこ／著 光文社 

『与太郎侍』 人は斬らぬが、悪は糺す！ 箱根の山奥で育ったほのぼのヒーロー、大活躍 井川 香四郎／著 集英社 

『幻告』 「僕の父親は犯罪者だったのか？」タイムリープの果て、法廷で真実を手に入れろ 五十嵐 律人／著 講談社 

『ハヤブサ消防団』 移住先ののどかな集落で、ミステリ作家が連続放火魔と対決 池井戸 潤／著 集英社 

『とんこつＱ＆Ａ』 真っすぐだから怖い、純粋だから切ない。取り返せない刹那４篇 今村 夏子／著 講談社 

『煉獄蝶々』 昭和初期の岡山。失踪中の作家から届いた手記は、創作か、それとも…… 岩井 志麻子／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『掌に眠る舞台』 役者には「身代わり」が必要――様々な舞台にまつわる８編の物語 小川 洋子／著 集英社 

『営繕かるかや怪異譚 その３』 死者に想いをめぐらせて、家の怪異、修繕します 小野 不由美／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『下鴨料亭味くらべ帖 料理の神様』 老舗を救うのは革新か、伝統か。いざ料理対決！ 柏井 壽／著 ＰＨＰ研究所 

『見習医ワトソンの追究』 被害者の死因は刺傷、医療ミス、それとも未知の病原菌？ 鏑木 蓮／著 講談社 

『情け深川 恋女房』 仲睦まじく、誠実に商ってきた夫婦。ふとしたことから悪評が立ち 小杉 健治／著 角川春樹事務所 

『名乗らじ 空也十番勝負８』 戦いを避け、修行最後の地を目指す空也に新たな刺客が 佐伯 泰英／著 文藝春秋 

『裂けた明日』 テロと銃撃の頻発する「内戦下」日本。避難民の母娘を助けるため奮闘 佐々木 譲／著 新潮社 

『旅立ちの日に』 小さな港町・金谷で３０年近く紡がれる、出会いと別れ、奇跡と再生 清水 晴木／著 中央公論新社 

『素晴らしき国』 秀吉の家臣の末裔に伝わる絵が語りだす、美濃と尾張の間の国の物語 小路 幸也／著 角川春樹事務所 

『あきない世傳金と銀 １３ 大海篇』 商いの大海へと漕ぎ進む五鈴屋の物語、完結 髙田 郁／著 角川春樹事務所 

『噓つきジェンガ』 騙す側、騙される側、それぞれの心理を巧みに描く小説集 辻村 深月／著 文藝春秋 

『剣客参上 八丁堀「鬼彦組」激闘篇』 強盗たちから呉服屋を守れ。同心たちの闘い 鳥羽 亮／著 文藝春秋 

『汝、星のごとく』 風光明媚な瀬戸内の島で出会った二人の孤独と欠落、愛、そして成長 凪良 ゆう／著 講談社 

『レッドゾーン』 我々は病む人を断るべきではない。コロナ禍を描く『臨床の砦』続編 夏川 草介／著 小学館 

『家裁調査官・庵原かのん』 罪を犯した少年少女の「声なき声」に耳を傾けて 乃南 アサ／著 新潮社 

『新！店長がバカすぎて』 帰ってきた店長はやはり人を苛立たせる天才！ でも…… 早見 和真／著 角川春樹事務所 

『あの子とＱ』 見た目は普通の高校生、実は吸血鬼。嵐野弓子の試練と冒険の幕が開く 万城目 学／著 新潮社 

『きときと夫婦旅』 家出した息子を追って、富山・氷見へ。倦怠期の夫婦の旅の果ては 椰月 美智子／著 双葉社 

『クリ粥 深川駕籠』 桶職人の最期の願いを叶えるため、時季外れのクリを手に入れろ！ 山本 一力／著 祥伝社 

『嫌いなら呼ぶなよ』 整形、不倫、ＳＮＳ、老害…心に潜む「明るすぎる闇」に迫る４編 綿矢 りさ／著 河出書房新社 

『人生ってなんだ』 自分は探すものではなく、「作っていく」もの。人生を楽しむヒント 鴻上 尚史／著 講談社 

『瓢簞から人生』 思いもよらぬ人生の悲喜こもごもと俳句の日々を綴ったエッセイ集 夏井 いつき／著 小学館 

『親愛なる向田邦子さま』 衝撃、悲嘆、慟哭から、時を経て思い出話へ。２４人が語る 森繁 久彌／（他）著 河出書房新社 

『キリンの首』 厳格な生物学教師と高校生たちの世界に亀裂が生じる ユーディット・シャランスキー／著 河出書房新社 

 

ほかの図書館で所蔵している本や貸出中の本には、予約ができます。くわしくはもよりの図書館へおたずねください。 


